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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16年 7月 29日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　　　　　　　　　　　　記

１．17年 3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 7月 29日 発表）

24,350 500 450

今回修正予想(Ｂ) 24,350 500 450

増減額(Ｂ－Ａ) 0 0 0

増減率 - - -

前期（平成15年 9月中間期）実績 22,824 211 200

２．17年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 7月 29日 発表）

49,000 1,100 1,000

今回修正予想(Ｂ) 49,000 1,100 1,000

増減額(Ｂ－Ａ) 0 0 0

増減率 - - -

前期（平成16年 3月期）実績 46,497 543 603

３．17年 3月期中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 7月 29日 発表）

21,600 400 390

今回修正予想(Ｂ) 21,600 550 △2,000

増減額(Ｂ－Ａ) 0 150 △2,390

増減率 - 37.5 -

前期（平成15年 9月中間期）実績 20,110 90 86



４．17年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 7月 29日 発表）

43,800 900 880

今回修正予想(Ｂ) 43,800 1,100 △1,460

増減額(Ｂ－Ａ) 0 200 △2,340

増減率 - 22.2 -

前期（平成16年 3月期）実績 41,222 508 321

５．業績予想修正の理由

　　①.子会社株式評価損
　　　　金融商品会計に係る会計基準に基づき、子会社株式会社高見澤電機製作所について、過年度及び上期に
　　　発生した損失により、同社株式の実質価額が当社帳簿価額を著しく下回り、回復することは困難であることから
　　　当中間期に株式評価損（特別損失） 2,545百万円を計上することといたしました。
　　　　これによる単独業績における株式評価損は次のとおりであります。

　　　　　・株式評価損の額         2,545 百万円
　　　　　　評価減前の帳簿価額         4,995 百万円
　　　　　　評価減後の帳簿価額         2,450 百万円

　　　　注） 株式会社高見澤電機製作所の損失は連結剰余金及び連結中間業績に取り込まれておりますので、
　　　　　　　単独決算で発生する株式評価損は、連結決算では発生しません。

　　②.単独業績予想の修正
　　　　当社売上高の主力市場である情報ネットワーク機器向け及び産業機器向け需要が順調で、為替もゆるやかな
　　　円安傾向で推移したことから、経常利益は前回予想を上回ることが見込めますが、特別損失として子会社株式評
　　　価損 2,545百万円を計上したことから、中間当期純利益は 2,000百万円の損失となり、通期の当期純利益も 1,460
　　　百万円の損失となる見込みであります。

　　③.連結業績予想の修正
　　　　単独の経常利益は増額が見込まれますが、株式会社高見澤電機製作所の損失があり、連結での経常利益・
　　　当期純利益は前回予想とおりの利益となる見込であります。

以　　　上


